
 

2025 年度 第 1 回理事会 議事録 2025.4.17 
 
⽇時：2025 年 4 ⽉ 17 ⽇（⽊）19：00〜21：15 
開催⽅式：オンライン開催 
場所：各⾃⾃宅または職場  
出席理事：神保武則（会⻑）、⽥中ゆかり（副会⻑）、吉本雅⼀（副会⻑）、玖島弘規（事務局⻑）、望⽉強併、 

野本義則、澤⼝勇、遠藤陵晃、⻘⽊啓⼀郎、佐々⽊秀⼀、神⽥崇央、神保洋平、⾦⼭桂、佐藤隼、佐
藤範明、⼭勢健太朗（16 名） 

⽋席理事：奥原孝幸（1 名） 
出席監事：錠内広之、野々垣睦美（2 名） 
オブザーバー：村仲隼⼀郎⽒、佐伯まどか⽒、⽯川恵美⼦⽒（3 名） 
 
Ⅰ．会⻑より挨拶   
お忙しいところお集まりいただきありがとうございます。 
今⽇は申し送りを兼ねて新理事候補の 3 名も参加していただいています。 
また今期で終了となる２名の理事もいます。最後に⼀⾔いただければと思います。 
国際医療福祉⼤学の⼊学式に参加し、⼩⽥原市⻑も出席していました。市⻑から作業療法も⼒をくださいとのコ
メントを頂きました。併せて県庁訪問も⾏い OT の説明を⾏い、有益な時間が持てました。OT を知らない状況
からのスタートですが、我々も⼿を取り合い新たな推進⼒を作れればと思います。 
 
Ⅱ. 審議事項   
１. 後援依頼について（事務局） 
  第 52回 SIG⾞いす講習会 
  ➡賛成多数で承認。 
２．部員申請について（事務局） 
  学術誌編集班員 

武⽥⼤勢⽒・伊藤拓⼈⽒  

➡役員改変があるが承認は必要か。 

役員改変後も参加予定。今期からの２年間の参加 

 賛成多数で承認。 

３．組織改編に伴い必要な定款、規程の修正について（規約委員会） 
  ➡賛成多数で承認。 
４．県⼠会表彰について（福利部） 
  別紙参照 
 本年度６名を対象として選定。 
 承認が得られれば、ご本⼈に意思の確認を⾏っていく。 
 ➡賛成多数で承認。 
 
 
 



Ⅲ. 報告事項（各部署・理事・三役）  
１．財務部 
（1）期末監査報告について 
 監査報告参照 
（2）会計マニュアル変更について 
 マニュアルを⽤いて修正点について説明。 
役員改選もあるため、新理事が決定後、会計説明会を実施していく。 

2．認知症対策委員会 
（1）認知症アップデート研修（地域編）実施報告 
 テーマ『認知症フレンドリー社会の実現に向けて 

‐オレンジイノベーションプロジェクトに OT としてできること‐』 
⽇時：2025 年 3 ⽉ 28⽇（⾦）19：00〜21：00 オンライン 
講師：⼩河原⽒（県⽴⼤）、⾼橋⽒（⽇本総研）、井上⽒（神奈川県未来戦略本部） 
27 名参加。それぞれの講師から取り組みについて講義を頂いた。  
３．地域包括ケアシステム推進委員会 
（1）第３回地域事業⽀援会議 

⽇時：令和７年３⽉９⽇（⼟）9:00~12:30@オンライン 
主催：⽇本作業療法⼠協会地域社会振興部地域⽀援事業⽀援課地域包括ケア推進班 
４７都道府県の代表者が参加。 協会側で遠藤理事が参加。 
研修会の内容については資料を⽤いて説明。 
グループワークについて佐藤理事より説明。 
マネジメントの進捗について共有。神奈川県での取り組みについて発⾔した。どこの県も研修会のみの実施が
多く、担当配置は出来ても後任の育成がなかなか難しい状況。⼤阪府では市町村担当者同⼠の情報共有会を実
施している。 
４．制度対策部 
（1）自動車運転班 

①神奈川県指定教習所協会と県内の実車評価を実施する際の概要を協議中 

②神奈川県内で実車評価を行う際の概要・教習所への情報提供用の支援シートの作成 

③5月開催予定の免許センター見学会の開催に向けての協議 

次年度から見学会の詳細を本格的に協議し、5月開催に向けての準備を進めていく。 

免許センターの見学会については 

2025 年 5 月 22 日(木)16:00～1 時間実施予定。参加人数 15 名、今後募集予定。 

５．学会評議委員会 
（1）第 20回神奈川県作業療法学会について 
演題採択について、⼀般演題 45演題（チャレンジ 10演題、⼝述 21演題、ポスター14演題）エントリーがあ
り査読を進めていく。 
当⽇の運営スタッフを募集。謝礼については、参加費なし、謝⾦の⾦額は検討、交通費:2000 円、お弁当あり
を予定。 

広報について、県⼠会ニュース(郵送 6 ⽉、8⽉)、ホームページ、SNSで広報を⾏う他、県⺠へは地区センター
や地域包括⽀援センター等への郵送を検討。 
オンデマンド配信について、オンデマンド配信あり。（配信：10/30 までを予定。） 
SNS・ホームページについて、実⾏委員のインタビュー動画を配信。SNSで配信したものをホームページ上で格



納し、公開することを検討中。 
機器展⽰について、趣旨書を作成、企業に提出済み。➡予算修正予定 
＜質疑応答＞ 
「神保会⻑」 
運営スタッフは何名必要なのか 
➡予算を圧迫してしまうため⼈数は検討中。謝⾦と交通費は⼀緒にする可能性もある。 
「⽥中副会⻑」 
学⽣ボランティアも謝⾦は出すのか？ 
➡学⽣だけ無料は難しいと考える。同⼀額で出すのは検討。学⽣には学会に参加していただきたい。 
「神保理事」 
座⻑に対して謝⾦は発⽣するのか 
➡謝⾦はないがお礼程度の対応をしたいと考えている。今後検討。 
（２）第 7回臨床⼤会進捗状況 
2025 年 3 ⽉ 10 ⽇に第 7回臨床⼤会のキックオフミーティングを実施。 
実⾏委員⻑は須藤淳⽒（横浜市⽴脳卒中・神経脊椎センター）、財務担当は佐藤範明⽒（神奈川県⽴保健福祉⼤
学）が内定している。 
（3）第 6回臨床⼤会報告 
決算書報告 
 
Ⅳ. 報告事項（その他）  
１．事務局 
（1）2025 年度定時社員総会について 
議案書は最終確認を⾏い、近⽇中に⼊稿予定。当⽇のスケジュールについては改めてメールで配信する。 
当⽇、役員の⽅は 9 時 00分に集合。9 時 40分受付開始。 
２．遠藤理事 
地域リハビリテーション三団体協議会の報告。 
2024 年年度末に 3⼠会の計画について協議を実施。4 ⽉以降、遠藤理事が対応をしていく予定。 
また三団体協議会において災害の研修会を開催予定で担当が当⼠会となっている。予算も含めて当⼠会での対応
が難しいようであれば⾔語聴覚⼠会が対応することも可能との回答を得ている。 
「神保会⻑」 
リハ⼿帳の進捗について質問。進んできており神奈川県⼠会としても進めてほしいとのこと。 
「澤⼝理事」 
三団体協議会での災害研修会について把握していない。当会ですぐに対応できるか検討が必要。 
➡三団体にて持ち回りで実施しており、理学療法⼠会からは伝達済みと報告を受けている。 
 詳細が不明なため、澤⼝理事より理学療法⼠会、⾔語聴覚⼠会の担当者へ連絡し確認する。 
３．神保理事 
新⽣涯教育制度の説明会を実施。2回開催で既卒者向けは約 80 名の参加予定。 
新卒者向けは 7 名の予約。新卒者には告知をお願いしたい。 
➡本年度より新卒⼊会者は初年度年会費及び⼊会⾦無料のため告知も進めてもらいたい。 
「佐々⽊理事」 
今まで⾏なっていた学術部と福利部合同企画の新⼈オリエンテーションは開催するのか。 
「⼭勢理事」 



学術部との対⾯オリエンテーションは別⽴てで実施予定。 
４．⼭勢理事 
教育領域への作業療法⼠参画に向けた意⾒交換会に参加した。その際、各都道府県⼠会に窓⼝を設けてほしいと
の話があったが当会にはあるのか。 
➡地域リハビリテーション部のこども班で対応している。 
５．神⽥理事 
選挙管理委員の任期が総会終結⽇までとなっているが次期の委員選出について声掛けが必要ではないか。 
➡任期確認していく。 
 
Ⅴ．監事より   
野々垣監事 
退任される 2 名の理事の⽅お疲れ様でした。 
新任の 3 名の⽅、会員の意⾒を積極的に出して頂ければと思います。 
錠内監事 
新任の理事の⽅もこれからよろしくお願いします。退任される 2 名の⽅お疲れさまでした。 
県⼠会も今後積極的に活動していければと思います。 
総会後は理事の互選で三役が決まりますので、⽴候補すれば意⾒を⾔える場が出来ますので、積極的に参加して
ほしいと思います。 
 
 
 
議事録署名⼈   議⻑：   神保 武則        印 
         理事：   玖島 弘規        印 
         理事：   神⽥ 崇央        印 
         監事：   野々垣 睦美       印 
 


